
　　９月19日㊋、長生合同庁舎で秋の全国交通安全運動出動式が実施さ
　れました。
　　今年、茂原警察署管内において、交通事故により６名の方が亡くなっ
　ています。（９月18日現在）思いやりと時間に余裕を持ち、交通ルール
　やマナーを守り、交通事故防止に努めましょう。

広報
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【人口と世帯数】平成29年９月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口90,623人（1,104人）
●　男　44,766人（351人）
●　女　45,857人（753人）
●世帯数40,046世帯
　　　　　※外国人住民の世帯を含む

【８月中の動き】※外国人住民を含む
●転入　209人　●転出　233人
●出生　 58人　●死亡　 91人

◆平成30年４月から利用の保育所（園）・認定こども園等
　　　　　　　　　　　利用申し込みを受け付けます（Ｐ２～３）
◆平成30年４月入園の幼稚園児を募集します（Ｐ４）
◆宝くじスポーツフェア「ドリームベースボール」を開催（Ｐ８）

今月の日曜開庁 10月22日㊐ 8時30分〜17時15分

市 民 課（2階）　☎（20）1502
市民税課（2階）　☎（20）1577
収 税 課（2階）　☎（20）1578

　 本納支所　　　　☎（34）2111
証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで  市 民 課（2階）　☎（20）1502

※一部取り扱えない業務もありますので、詳しくはお問い合わせください

今日も交通事故                  のため
 活躍中！！

撲 滅
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平成30年４月から利用の
保育所(園)・認定こども園等利用申し込みを受け付けます

平成30年４月からの保育所（園）等の利用について、受け付けが始まります。「子ども・子育て支援新
制度」により、就学前の子育て支援制度がさらに充実し、家庭の状況に合わせて保育所（園）、幼稚園、
認定こども園などが利用できます。

家庭の状況に合わせた教育・保育サービス

市内には、保育所（園）や幼稚園に加え、平成30年４月より
「認定こども園」が創設されます。認定区分により、希望に合った
教育・保育が利用できます。

◆保育所（園）・・・・・家庭で保育できない保護者に代わり、保育を行う施設
◆幼稚園・・ ・・・・・・小学校以降の教育の基礎を作るための幼児期の教育を行う施設
◆認定こども園・・・・保育所（園）と幼稚園の機能や特徴を併せ持ち、地域の子育て支援も行う施設
　※平成30年４月から、私立アップル幼稚園が「幼稚園型認定こども園」に移行します。

【保育所（園）等の申請受付日】（別表）
保育所（園）等 電話番号 受付日時　

私
立

高師保育園 （22）2419 11月27日㊊
   ～30日㊍  9時～11時、13時～15時

東茂原保育園 （23）6513

公
　
　
立

二宮保育所 （22）4894 11月 2日㊍  9時～11時30分
本納保育所 （34）3155 11月 2日㊍ 13時30分～16時
町保保育所 （22）2544 11月 6日㊊

 9時～11時30分、13時30分～16時豊田保育所 （22）5056 11月 7日㊋
東郷保育所 （22）2832 11月 8日㊌
中の島保育所 （24）1894 11月10日㊎  9時～11時30分
鶴枝保育所 （22）4709 11月10日㊎ 13時30分～16時
朝日の森保育所 （22）3126 11月13日㊊  9時～11時30分、13時30分～16時
五郷保育所 （22）5539 11月14日㊋  9時～11時30分

私
立

幼稚園型認定こども園
アップル幼稚園 （24）6685 11月 1日㊌  9時～12時（教育を希望）

13時～15時（保育を希望）
小規模保育事業
はぐくみ （22）8187 11月21日㊋  9時～11時30分

※上記の日程に来所できない場合は、必ず11月27日㊊～12月1日㊎までの間に子育て支援課へお申し込みください。
　（注）新治保育所は、平成30年3月末をもって本納保育所に統合されるため、募集はありません。
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申込方法

申請書類配布場所

その他

10月２日㊊から下記の場所で配布する申請書類に必要事項を記入し、２ページの別表で日程を確認の
上、第１希望の保育所等へ提出してください。※希望する保育所等の受付日に来られない場合は、必ず11
月27日㊊～12月１日㊎の間に子育て支援課へお申し込みください。

○２ページ別表の保育所（園）等、または子育て支援課。
※申請書類は、子育て支援課ウェブページからもダウンロードできます。
※公立幼稚園や私立アップル幼稚園以外の私立幼稚園を希望する方は、４ページをご確認ください。

○お申し込みの際は、入所希望のお子さんを必ずお連れください。
○保護者の産後休業および育児休業期間が、平成30年度中に終了し職場復帰予定の場合は、子育て支援
　課に直接ご相談ください。

あなたの認定区分は？利用できる施設は？
各家庭の状況により、利用内容が選べます（図１）。　保育所（園）
などを利用する場合は、下記の「保育を必要とする事由」のいず
れかに該当することが必要です。
入所希望に基づき市が利用調整を行い、入所する保育所(園)な
どを決定します。

【保育を必要とする事由】

①就労（保護者が居宅内外の仕
事に月60時間以上従事して
いる場合）

②妊娠・出産

③保護者の疾病や障害　

④同居の親族等の介護や看護

⑤災害復旧

⑥就学（職業訓練校での訓練な
どを含む）

⑦求職活動

 
	 	 	 	 	 	 	 あなたの認定区分は？利用できる施設は？  

 
 
 

	 	 	 	 	 	 	 ３～５歳	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ０～２歳 
 
 
 
 
 
	 	 	 いいえ                  はい                  はい                     いいえ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊新制度に移行しない幼稚園もあります。その園を利用する場合は認定を受ける必要はありません。 

「保育を必要とする事由」  

に該当する世帯ですか？  

１号認定  

（教育標準時間認定）  

「保育を必要とする事由」  

に該当する世帯ですか？  

２号認定  

（保育認定）  

３号認定  

（保育認定）  

認定こども園   保育所   保育所   小規模保育  認定こども園  

（図１）平成30年４月１日時点での
お子さんの年齢は？

幼稚園・保育所
（園）等の利用は
できません

公立幼稚園※

※私立幼稚園（エンゼル・ふたば・
　茂原聖マリア・もばら）を利用
　する場合は、認定を受ける必要
　はありません。

お問い合わせは、子育て支援課（２階）☎（20）１５７３、Ｆ（20）１６１０へ。
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◆
対
象

・
３
歳
児（
平
成
26
年
４
月
２
日
～

平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
公
立
は
豊
岡
幼
稚
園
の
み

・
４
歳
児（
平
成
25
年
４
月
２
日
～

平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・
５
歳
児（
平
成
24
年
４
月
２
日
～

平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

公
立
幼
稚
園
共
通

◆
申
込
資
格

住
民
登
録
し
て
い
る
市
内
在
住
者

◆
申
込
方
法

印
鑑
を
持
参
の
上
、
学
校
教
育

課
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
見
学
を
ご
希
望
の
方
は
、
下

表
の
各
幼
稚
園
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）。

◆
受
付
期
間

12
月
１
日
㊎
～
15
日
㊎

９
時
～
16
時
（
土
・
日
を
除
く
）

◆
注
意
事
項

・
公
立
幼
稚
園
間
、
公
立
幼
稚

園
・
公
立
保
育
所
間
の
併
願
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽
選
日
、

抽
選
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
後

日
文
書
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

（
兄
弟
姉
妹
が
す
で
に
入
園
し

て
い
て
、
引
き
続
き
在
園
す
る

場
合
は
、
優
先
し
て
入
園
で
き

ま
す
）

・
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
募
集
人

数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
随
時

募
集
し
ま
す
の
で
、
直
接
各
幼

稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
中
の
島
幼
稚
園
は
、「
公
立
保

育
所
・
幼
稚
園
整
備
計
画
」
に

基
づ
き
、
平
成
㉛
年
３
月
に
閉

園
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成

㉚
年
度
の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

学
校
教
育
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
８
、Ｆ
⒇
１
６
０
７
へ
。

私
立
幼
稚
園
共
通

◆
入
園
案
内
・
願
書
配
布

10
月
15
日
㊐
～

◆
願
書
受
付　
11
月
１
日
㊌
～

◆
注
意
事
項

・
満
３
歳
児
の
入
園
も
随
時
募
集

し
ま
す
。
た
だ
し
、
入
園
は
３
歳

の
誕
生
日
と
同
時
と
な
り
ま
す
。

・
５
歳
児
は
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

・
ア
ッ
プ
ル
幼
稚
園
は
、
来
年
４

月
か
ら
「
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど

も
園
」
に
移
行
し
ま
す
。
入
園

を
ご
希
望
の
方
は
２
～
３
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、下
表
の
各
幼
稚
園
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼稚園名 電話番号 対象幼児 募集人数

公　

立

豊岡幼稚園
　粟生野2653－1 （34）8050

３歳児 50人

４歳児 42人

５歳児 34人

五郷幼稚園
　早野17－1 （23）5185

４歳児 35人

５歳児 24人

新茂原幼稚園
　上林56－2 （24）8710

４歳児 35人

５歳児 10人

私　

立

エンゼル幼稚園
　八千代１－11－1 （22）3210

３歳児 30人

４歳児 20人

ふたば幼稚園
　茂原646 （22）3964

３歳児 60人

４歳児 若干名

茂原聖マリア幼稚園
　高師980 （22）4386

３歳児 30人

４歳児 10人

もばら幼稚園
　東郷842－2 （24）1095

３歳児 60人

４歳児 30人

本年度第２弾♪婚活パーティー「出会いの広場」を
開催します。婚活中のあなた、クリスマスを迎える
前に素敵な出会いをしてみませんか。

日　　時　12月10日㊐
13時～16時（受付12時30分～）

会　　場　レイクウッズガーデンひめはるの里
対 象 者　おおむね40歳までの独身の方

（男性は市内在住または在勤の方。女性は
市内外を問いません。）

定　　員　男女各15人（応募者多数の場合は抽選）
参 加 費　男性2,000円、女性1,000円　※当日集金
申込締切　10月31日㊋まで
申込方法	 参加申込書に必要事項を記入の上、郵送

または持参。（※FAX不可）申込書は、
生活課窓口で配布または同課ウェブペー
ジでもダウンロード可。

お申し込み・お問い合わせは、生活課（２階）
☎（20）1505、Ｆ（20）1600へ。

～「出会いの広場」～

平
成
30
年
４
月
入
園
の

幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
就
学
前
の
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、	

市
内
幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。
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「市長と話し合う会」を 
開催します

　市では、市民の皆さんの声を広く伺うため、「市長と話し合う会」
を開催します。
　本年度は、開催方法をリニューアルします。事前要望の受け付け
は行わず、今後設定するテーマに沿って意見交換を行います。
　参加を希望される方は、直接会場にお越しください。自由な雰囲
気で意見交換が行われるよう、皆さんのご配慮をお願いします。
◆開催日時　11月19日㊐　13時30分～16時
◆開催場所・定員　市役所市民室・150人
※意見交換のテーマについては、広報もばら11月１日号でお知ら
せします

お問い合わせは、秘書広報課（３階）
☎（20）1512、Ｆ（20）1601へ。

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す

市
民
バ
ス「
モ
バ
ス
」と

　
　
　
　
　

デ
マ
ン
ド
交
通「
ふ
れ
あ
い
」

10
月
２
日
㊊
か
ら
、
市
民
バ
ス

「
モ
バ
ス
」
と
デ
マ
ン
ド
交
通
「
ふ

れ
あ
い
」
の
運
行
内
容
が
変
更
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
時
刻
表

や
バ
ス
路
線
図
等
を
掲
載
し
た
「
茂

原
市
交
通
マ
ッ
プ
」（
平
成
29
年
10

月
２
日
改
正
版
）
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
茂
原
市
交
通
マ
ッ
プ
」
は
、

市
民
バ
ス
車
内
を
は
じ
め
、
市
内

の
各
公
共
施
設
等
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

都
市
計
画
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
６
、Ｆ
⒇
１
６
０
６
へ
。

No.93

豊
洲
市
場
の

　
二
の
舞
に
な
ら
な
い
た
め
に

今
少
子
高
齢
化
の
流
れ
の
中

で
、
人
口
増
を
願
い
新
治
地
区
に

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
造
ろ
う
と
い
う

構
想
が
地
権
者
を
中
心
と
し
て
持

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
圏
央
道
が

開
通
し
、
茂
原
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
か

ら
車
で
５
～
６
分
の
場
所
に
、
住

宅
戸
数
２
４
３
戸
と
野
球
場
３
面

の
施
設
を
造
る
と
い
う
計
画
で
、

人
口
増
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
と

い
う
期
待
も
あ
り
ま
す
。

以
前
に
も
、
こ
こ
に
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
を
造
ろ
う
と
い
う
動
き
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、
バ
ブ
ル
が
は

じ
け
、
土
地
神
話
が
崩
れ
、ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
を
造
っ
て
も
売
れ
な
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
た
た
め
、
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま

し
た
。
国
は
地
方
創
生
の
名
の
も

と
に
、
地
方
へ
人
口
増
を
求
め
て

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
を
造
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
を
人
口
増
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
と

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
私
が
気
に

な
っ
て
い
る
の
は
、新
治
の
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
構
想
で
は
、野
球
場
の
下
に
再

生
土
を
入
れ
て
造
成
す
る
こ
と
が
計

画
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

実
は
一
昨
年
、
市
内
川
戸
地
区

に
埋
め
立
て
を
し
た
場
所
か
ら
、

安
全
だ
と
言
わ
れ
た
再
生
砂
の

中
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
塩
化
物
が

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
後
で
判
明

し
、
１
万
６
千
㎥
の
再
生
砂
を
撤

去
し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
埋

め
立
て
を
し
た
下
流
の
地
域
に
は

水
田
が
あ
り
、
稲
刈
り
前
に
立
ち

枯
れ
が
広
が
り
始
め
た
た
め
、
出

荷
制
限
が
な
さ
れ
、
そ
の
米
が
流

通
す
る
な
ど
の
被
害
は
起
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、

農
家
の
方
々
は
補
償
さ
れ
た
と
は

い
え
、
と
て
も
不
愉
快
な
経
験
を

さ
れ
た
わ
け
で
す
し
、
埋
め
立
て

を
し
た
業
者
や
再
生
砂
を
製
造
し

た
業
者
は
各
農
家
へ
の
賠
償
の
ほ

か
、
１
万
６
千
㎥
の
再
生
砂
の
撤

去
に
多
額
の
処
理
費
が
か
か
り
、

大
き
な
代
償
を
支
払
い
ま
し
た
。

そ
の
現
場
を
私
も
見
ま
し
た
が
、

稲
穂
が
異
様
に
変
色
し
て
い
て
と

て
も
不
気
味
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、
再
生

砂
等
の
安
全
性
に
は
不
安
を
感
じ

ま
す
。
ま
し
て
、
今
回
の
新
治
の

野
球
場
で
は
40
万
㎥
の
土
が
用
い

ら
れ
る
そ
う
で
、
川
戸
地
区
の
約

25
倍
と
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は

県
が
許
可
す
れ
ば
可
能
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
茂
原
市
と
し
て

は
、
再
生
土
で
は
な
く
、
現
場
で

出
た
土
を
調
整
し
て
整
地
し
て
く

れ
た
方
が
あ
り
が
た
い
の
で
す
。

も
し
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
万
が
一
の
事
態
が
起
き
た

場
合
の
補
償
を
事
業
者
に
強
く
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
京

都
の
豊
洲
市
場
も
い
ざ
オ
ー
プ
ン

と
い
う
と
こ
ろ
で
汚
染
問
題
が
表

面
化
し
ま
し
た
。
そ
の
二
の
舞
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
慎
重
に
進

め
て
い
き
た
い
案
件
で
あ
り
ま
す
。

※

再
生
土
＝
新
治
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
使
わ

れ
る
、
建
設
汚
泥
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
土

※

再
生
砂
＝
川
戸
地
区
に
埋
め
立
て
ら
れ

た
、
焼
却
灰
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
砂



浄
化
槽
は
、
維
持
管
理
を
怠
っ

た
り
使
い
方
を
誤
っ
た
り
す
る

と
、
放
流
水
の
水
質
が
悪
化
し
、

悪
臭
の
発
生
や
河
川
の
水
質
悪
化

を
招
く
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
浄

化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

適
正
な
維
持
管
理

浄
化
槽
の
機
能
維
持
の
た
め
に

次
の
こ
と
が
浄
化
槽
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
保
守
点
検
（
年
３
回
以
上
）

機
器
の
調
整
や
補
修
、
消
毒
剤

の
補
充
な
ど
、
浄
化
槽
を
正
常
に

機
能
さ
せ
る
た
め
の
点
検

○
清
掃
（
年
１
回
以
上
）

浄
化
槽
の
機
能
低
下
や
悪
臭
の

原
因
と
な
る
汚
泥
な
ど
の
抜
き
取

り
と
清
掃

○
法
定
検
査
（
年
１
回
）

浄
化
槽
の
維
持
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
、
正
常
に
機
能
し
て
い
る

か
を
確
認
す
る
た
め
の
検
査

※
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査

を
行
う
業
者
は
、
環
境
保
全
課

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
ま
た
は
同
課
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
併
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を

浄
化
槽
に
は
、
ト
イ
レ
か
ら
の

排
水
だ
け
を
処
理
す
る
「
単
独
処

理
浄
化
槽
」
と
ト
イ
レ
や
台
所
、

風
呂
場
な
ど
か
ら
出
る
す
べ
て
の

排
水
を
処
理
す
る
「
合
併
処
理
浄

化
槽
」
が
あ
り
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り

便
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
環

境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
に
も

合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え
ま

し
ょ
う
。

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま

た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
、
合
併

処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
、

そ
の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
補
助
の
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
設
置
工
事

の
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
補
助
金
額

・
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換

＝
39
万
円

・
く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換

＝
31
万
円

お
問
い
合
わ
せ
は
、

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、Ｆ
⒇
１
６
０
４
へ
。

平成29年度９月補正予算
平成29年茂原市議会第３回定例会において、一般会計４億
1,751万円の補正予算が可決されました。

一般会計補正予算額４億1,751万円
（補正後予算額299億5,074万円）

（歳入）
○地方交付税  ������������� １億2,821 万円
○国庫支出金  ���������������� 519 万円
○県支出金  ���������������� 1,267 万円
○寄附金  ����������������� 3,100 万円
○繰越金  ����������������� 4,694 万円
○市債  ���������������� １億9,350 万円

（歳出）
○総務費  ����������������� 1,124 万円
○民生費  ����������������� 3,624 万円
○農林水産業費  ��������������� 985 万円
○土木費  ��������������� １億2,347 万円
○教育費  ��������������� ２億3,671 万円

主な内容
（歳出）
【総務費】

事務改善事業（委員報酬） ������������ ６ 万円
庁舎維持管理費  ��������������� 649 万円
防犯設備設置・管理費（防犯カメラ購入） ���� 403 万円
住民基本台帳事業（電算委託料） ���������66 万円

【民生費】
地域福祉センター整備事業  ��������� 1,466 万円
介護基盤等整備促進事業  ����������� 497 万円
放課後児童健全育成事業（学童クラブ整備） ��� 310 万円
私立保育園等運営費補助事業  ��������� 756 万円
児童福祉施設入所措置委託事業  �������� 595 万円

【農林水産業費】
農道整備事業  ���������������� 947 万円
用排水施設維持管理費  �������������38 万円

【土木費】
道路橋梁維持補修費  ������������ 1,052 万円
道路改良事業  ���������������� 400 万円
道路舗装新設事業  �������������� 227 万円
道路排水新設事業  �������������� 709 万円
交通安全施設管理費  ������������ 1,039 万円
排水路維持管理費  ������������� 2,553 万円
排水整備事業  ���������������� 700 万円
茂原駅前通り地区土地区画整理事業  ������ 227 万円
市営住宅管理費  �������������� 5,024 万円
市営住宅集約化事業（市営住宅修繕等） ����� 416 万円

【教育費】
小学校管理補修費  ����������� １億2,906 万円
中学校管理補修費  ������������� 5,873 万円
幼稚園管理補修費  �������������� 322 万円
教育扶助費 （幼稚園就園奨励費補助金） ����� 179 万円
施設維持管理費（美術館・郷土資料館） ������26 万円
施設維持管理費（市民体育館） �������� 4,365 万円

※１万円単位で端数処理しています。

お問い合わせは、財政課（４階）☎（20）1517、Ｆ（20）1603へ。

浄
化
槽
　
地
球
に
や
さ
し
い
　
エ
コ
活
動

10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助

お知らせ 市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
お問い合わせは、秘書広報課☎（20）1512、Ｆ（20）1601へ。

駅前放置自転車	
クリーンキャン
ペーン実施中
10月１日㊐～

11月30日㊍

強
調
期
間
10
月
22
日
㊐
～
31
日
㊋

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
放
置
ゼ
ロ
　
キ
レ
イ
な
街
で	

お
も
て
な
し
」

市
で
は
、
駅
前
広
場
や
周
辺
道

路
へ
の
放
置
を
防
止
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
し
、
自
転
車
駐
車
場

の
整
備
を
は
じ
め
、
放
置
自
転
車

等
の
撤
去
な
ど
の
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

買
物
等
で
自
転
車
等
を
使
用
す

る
と
き
は
、
各
自
転
車
駐
車
場
ま

た
は
、
ご
利
用
店
舗
の
駐
輪
場
に

駐
車
し
て
、
放
置
自
転
車
の
な
い

安
全
で
き
れ
い
な
街
づ
く
り
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
撤
去
し
た
放
置
自
転
車

等
の
返
還
に
際
し
て
は
、
撤
去
・

保
管
料
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、Ｆ
⒇
１
６
０
０
へ
。
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茂
原
市
統
計
研
究
会
主
催
「
第

51
回
茂
原
市
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
、
市
内
小
中
学
校
か

ら
47
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
第
一
部
（
小
学
１
～
２
年
）

市
長
賞
＝
風
戸
佳
太
（
五
郷
小

２
年
）、
議
長
賞
＝
石
塚
結
衣
（
豊

田
小
１
年
）、
教
育
長
賞
＝
川
島

ひ
か
り
（
豊
田
小
１
年
）、
千
葉

農
林
水
産
統
計
協
会
長
賞
＝
羽
根

井
ひ
な
乃
（
豊
田
小
１
年
）、
統

計
研
究
会
長
賞
＝
齋
藤
遼
（
東
郷

小
１
年
）・
大
和
久
優
太
（
豊
田

小
１
年
）

◆
第
二
部
（
小
学
３
～
４
年
） 

市
長
賞
＝
風
戸
悠ゆ

う
せ
い聖

（
五
郷
小

４
年
）、
議
長
賞
＝
齋
藤
錬
（
東
郷

小
４
年
）、
教
育
長
賞
＝
久
我
柚ゆ

ず
り璃

（
五
郷
小
３
年
）、
千
葉
農
林
水
産

統
計
協
会
長
賞
＝
羽
根
井
優
太

（
豊
田
小
３
年
）、
統
計
研
究
会
長

賞
＝
石
塚
莉り

く空
（
豊
田
小
３
年
）・

小
髙
桃
子
（
萩
原
小
３
年
）

◆
第
三
部
（
小
学
５
～
６
年
） 

市
長
賞
＝
古
山
翼
（
萩
原
小
５

年
）、
議
長
賞
＝
鵜
澤
里り

お桜
（
本

納
小
５
年
）、
教
育
長
賞
＝
久
我

奏か
な
る瑠

（
五
郷
小
６
年
）、
千
葉
農

林
水
産
統
計
協
会
長
賞
＝
伊
藤

凛り

こ子
（
萩
原
小
５
年
）、
統
計

研
究
会
長
賞
＝
（
合
作
） 

正
林

花か

り

な
鈴
奈 

・
本
間
陽ひ

な菜
（
豊
田
小
５

年
）・
蒔
田
虹に

い
な波

（
二
宮
小
５
年
）

◆
第
四
部
（
中
学
１
～
３
年
） 

市
長
賞
＝
佐
藤
優
衣
（
冨
士
見

中
２
年
）

◆
パ
ソ
コ
ン
の
部

市
長
賞
＝
齋
藤
怜れ

な奈
（
東
郷
小

６
年
）、
議
長
賞
＝
遠
藤
優ひ

ろ
あ
き聖（

茂

原
小
６
年
）

◆
学
校
賞

小
学
校
＝
五
郷
小
学
校

中
学
校
＝
冨
士
見
中
学
校

お
問
い
合
わ
せ
は
、

企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６
、Ｆ
⒇
１
６
０
３
へ
。

冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
時
期
で
す
。
予
防
方
法
の
一

つ
に
予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
。
抵

抗
力
が
つ
く
ま
で
に
２
週
間
ほ
ど

か
か
る
た
め
、
流
行
前
（
目
安
と

し
て
12
月
中
旬
ま
で
）
に
接
種
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
お
よ
び
助
成

◆
対
象
者

平
成
29
年
12
月
31
日
現
在
で
満

65
歳
以
上
の
方（
10
月
１
日
以
降
に

65
歳
に
な
る
方
に
は
誕
生
日
を
過

ぎ
て
か
ら
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
）

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
心

臓
、
じ
ん
臓
、
ま
た
は
呼
吸
器

の
機
能
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
害
を
有
す
る
方
も
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
接
種
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
金
額

３
千
円
（
助
成
額
を
超
え
た
額

は
自
己
負
担
）

◆
実
施
期
間

10
月
１
日
㊐
～
平
成
30
年
１
月

15
日
㊊
（
休
診
日
は
除
く
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、

健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
４
、Ｆ
⒇
１
６
０
０
へ
。

第
51
回

茂
原
市
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
が
決
定

献血にご協力を
日時　10月６日㊎
	 10時～11時45分、13時～16時
会場　中央公民館
主催　茂原中央ライオンズクラブ
共催　茂原市献血推進協議会

お問い合わせは、健康管理課（２階）
☎（20）1574、Ｆ（20）1600へ。

第28回茂原市少年の主張大会

日本の未来を担う若者たち。いま、彼らは何を考えてい
るのでしょうか。
中学生が日頃の思いを自分の言葉で感性豊かに発表します。
ぜひこの機会に、彼らの主張に耳を傾けてみてください。

日　時　10月15日㊐　13時30分～16時40分（受付13時～）
場　所　東部台文化会館　３階音楽ホール
内　容　市内中学生14人による発表

南中学校音楽部による演奏もあります！
主　催　青少年育成茂原市民会議

お問い合わせは、生涯学習課（９階）
☎（20）１５５９、Ｆ（20）１６０７へ。

インフルエンザ
予防接種を
受けましょう！

お知らせ 市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
お問い合わせは、秘書広報課☎（20）1512、Ｆ（20）1601へ。7 広報もばら　2017.10.1



☆宝くじスポーツフェア『ドリームベースボール』を開催！！
市主催により、元プロ野球選手のドリームチームと市代表のチームとの親善試合などを行うイベン
ト『ドリームベースボール』を開催しますので、ぜひご参加ください。

◆日　　時　10月29日㊐　開場９時　試合開始13時30分　
※当日、先着1,000人に宝くじグッズをプレゼント！また、12時までに入場された方に、
ドリームチーム選手直筆サイン入りグッズなどが当たるドリーム抽選会を行います。

◆開催内容　・少年少女ふれあい野球教室　・ドリーム抽選会　・ドリームゲーム（親善試合）
※雨天時の場合はプログラムが一部変更となります。

◆場　　所　長生の森公園野球場（雨天時：市民体育館）
◆駐 車 場　長生の森公園野球場の駐車場は利用不可。お車の方は、市役所臨時駐車場またはTOTO

ハイリビング㈱臨時駐車場から無料送迎バスにてご来場ください。（８時30分運行開始）
また、JR茂原駅と長生の森公園野球場を往復する無料送迎バスも運行します。

◆主な参加選手（予定）
※以下の選手のほか総勢24人の選手が来場。

◆入場無料
観戦には、入場整理券が必要です。

※整理券配布場所は、体育課・市民体育館・本納
支所・中央公民館・鶴枝公民館・東部台文化
会館・市立美術館・総合市民センター・各福祉
センター・茂原ショッピングプラザ	アスモ

お問い合わせは、体育課（９階）　☎（20）1575、Ｆ（20）1607へ。

ドリームチームとの記念撮影会
参加者を募集

◆定　　員　ペアまたはファミリーで５組
※１組６人以内

◆申込方法　はがきに住所、氏名（撮影される方
の全員分）、年齢、性別、電話番号、
を記載し、10月16日㊊までに郵送
（必着）で体育課まで　※申し込み
多数の場合は抽選

◆通知方法　10月20日㊎までに当選者に通知
◆申 込 先　〒297－8511　茂原市道表１番地

茂原市教育委員会体育課

金田  正一さんによる
『ふれあい講演会』
◆日　　時　10月29日㊐

10時30分～
（開場10時）

◆場　　所　市役所市民室
◆入場無料
（ドリームベースボールの入場整理券が必要）		

桑田 真澄さん谷沢 健一さん

堀内 恒夫さん村田 兆治さん張本　勲さん

金田 正一さん

◆
日
時　

10
月
13
日
㊎

９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
受
付
９
時
15
分
～
）

◆
内
容　

二
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

ら
長
生
の
森
公
園
周
辺
約
４
㎞

を
歩
く
※
雨
天
時
は
室
内
で
軽

運
動

◆
対
象　

市
内
在
住
者

◆
定
員　

20
人
（
申
込
順
）

◆
費
用　

無
料

◆
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

◆
申
込
締
切　

10
月
11
日
㊌

◆
集
合　

二
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
そ
の
ほ
か　

動
き
や
す
い
服
装
、

靴
、
リ
ュ
ッ
ク

お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、Ｆ
�
１
８
６
５
へ
。

健
康
生
活
推
進
員
さ
ん
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

千葉県最低賃金改正の
お知らせ

平成29年10月１日から

時間額　868円
（従来の842円から26円引上げ）

お問い合わせは、
千葉労働局労働基準部賃金室
☎043（221）2328、
Ｆ043（221）4408へ。

【同時開催】

8広報もばら　2017.10.1



マイシティモバラ このコーナーでは、市内のできごとを写真と文章でお知らせします。

▲さらなる活躍を期待しています

陸上競技や水泳・卓球・剣道・柔道の競技で関東
大会・全国大会に出場した、東中、冨士見中、茂原中、
本納中の生徒11人が、結果報告のため田中市長を訪
問しました。

市長からは、「茂原の代表として頑張ってくれたこ
とに感謝。将来に向けて色々とチャレンジしてほし
い」との言葉がありました。

9/4

▲大塚製薬株式会社　渡
わたかべ

壁東京支店長（左）と田中市長（右）

市では、大塚製薬株式会社と「茂原市民の健康増進
等に関する連携協定」を締結しました。これは、市民
の健康寿命の延伸を図ることを目的とし、「健康増進・
スポーツ振興・食育・熱中症予防・介護予防に関する
こと」等について、協働による取り組みを推進しよう
とするものです。

締結にあたり田中市長は、「市民の健康増進に貢献
いただけることに感謝します。今後ともご支援を願い
たい」と話しました。

健康増進を協働により推進
大塚製薬株式会社と連携協定を締結

平成29年度中学生全国関東大会報告会

目指せ！未来のトップアスリート！9/1

8/23

茂原市園芸協会は、市民の皆さんに農作物へのこ
だわりや地産地消の重要性を感じてもらうため、第
29回もばらふるさと塾「農業・農村交流体験ツアー」
を開催しました。

当日は、地元産物を使った料理教室のほか、市内
の農家でいちじくやトマトの収穫体験が行われるな
ど、参加者は充実した１日を過ごしていました。▲お赤飯、米粉を使った天ぷらなどを作りました

第29回もばらふるさと塾

「もばら」を知って、体験しよう！

▲紙芝居「ずっとともだちでいたいから」

茂原人権擁護委員協議会は、子どもたちに思いや
りの心や生命の尊さを考える機会として、二宮夏期学
童クラブの児童を対象に人権紙芝居を実施しました。

人権について考えさせられるような紙芝居は子ど
もたちにも分かりやすく、真剣な表情で聞き入って
いました。

8/4「人権」について考えよう
学童クラブで人権紙芝居

9 広報もばら　2017.10.1
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郷
土
の
芸
能

♪
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ド
ン
ド
ン
♫

皆
さ
ん
の
地
域
で
は
祭
り
の
お
囃は

や

子し

が
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
か
？

茂
原
市
で
は
現
在
、
左
上
表
の
郷
土
芸
能
保
存
団
体
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
茂
原
七
夕
ま
つ
り
「
郷
土
芸
能
発
表
会
」
で
演
じ
た
二
団
体
の

方
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
伝
統
あ
る
芸
能
に
触
れ
て
み

ま
し
ょ
う
。

黒戸のひょっとこ

♪
お
神
輿
の
応
援
隊

お
囃
子
の
基
本
は
五
人
囃
子
。

こ
こ
で
は
長な

が
ど
う胴
太
鼓
・
締
太
鼓
・

笛
・
鉦か

ね

で
演
奏
さ
れ
ま
す
。

伝
承
の
た
め
、
音
符
で
は
な
く

「
曲
字
」
と
言
う
書
き
物
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

太
鼓
は
「
ド
ン
」「
テ
ン
」「
テ
ン

テ
ケ
ス
テ
テ
ン
」「
テ
ン
テ
ン
ス
ク
ス

ク
」
な
ど
で
叩
き
方
を
変
え
ま
す
。

笛
は
「
ト
ロ
ヒ
ャ
～
チ
ェ

ヒ
～
」「
チ
～
」「
ヒ
ャ
ラ
ヒ
ャ
ラ
」

な
ど
で
高
い
音
、
低
い
音
、
指
の

使
い
方
が
分
か
る
そ
う
で
す
。

あ
と
は
、
先
輩
か
ら
教
え
て
も

ら
う
だ
け
。
耳
で
覚
え
ま
す
。

特
に
笛
や
鉦
は
難
し
く
一
通
り

で
き
る
ま
で
に
７
～
８
年
か
か
る

そ
う
で
す
。

大
切
な
の
は
５
人
の
息
。
リ
ズ

ム
が
合
わ
な
い
と
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
。“
練
習
あ
る
の
み
”
と
。

「
お
客
さ
ん
が
楽
し
い
気
持
ち

に
な
れ
ば
良
い
。
お
祭
り
で
す
か

ら
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
上
永
吉
囃
子
保
存
会
）

…
…
◆
…
…

♪
若
き
獅
子
た
ち

お
囃
子
に
乗
っ
て
ま
ず
は

ひ
ょ
っ
と
こ
が
釣
り
竿
を
持
っ
て

登
場
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し
そ

う
な
女
子
生
徒
の
「
合
い
の
手
」

も
大
人
と
共
に
お
囃
子
を
一
層
盛

り
上
げ
ま
す
。

小
学
一
年
生
も
太
鼓
で
初
舞
台

に
臨
ん
で
い
ま
す
。

上
演
前
半
の
獅
子
舞
で
は
“
前

役
”
は
初
々
し
い
中
学
生
、“
後

ろ
役
”
は
高
校
生
が
演
じ
ま
す
。

後
半
で
は
こ
の
高
校
生
の
演
じ

る
“
前
役
”
は
、
年
配
者
の
“
後

ろ
役
”
と
息
を
合
わ
せ
て
舞
い
ま

す
。
細
や
か
で
力
強
い
動
作
は
、

ま
る
で
獅
子
が
生
き
て
い
る
よ
う

に
見
え
て
き
ま
す
。

第

号

☎（ 2 0）1 5 5 9
生涯学習課

生涯学習
情報
●連絡先●

89

上永吉囃子保存会
　明治初年、旭進揚操派（きょくしんようそう
は）として継承したとされます。
　練習は毎週土曜日に１時間半～２時間。昭和
50年頃には30～40人の後継者がいましたが、
今は40～70歳代の10数人で頑張っています。
太鼓を経験して今は笛に移った方も。
　経験年数は３年位の人や、20～30年のベテ
ランもいます。

黒戸獅子連
　今から約200年位前に習い受けたのが始
まりと伝えられています。昭和30年前半
頃までは秋季祭礼時に当番の家の庭に舞台
を張り、獅子舞や獅子連による芝居も上演
されていました。
　後継者不足のため６年前、二宮小児童に
参加を募り、今では小学生から高校生まで
の20人も加わって練習に励んでいます。

茂原市郷土芸能等保存団体一覧（平成29年度）
立木囃子保存会 御船町囃子保存会

上永吉囃子保存会 本町橘囃子保存会

綱島囃子保存会 木崎獅子連

朝の出がけ保存会 下永吉平塚講中囃子連

黒戸獅子連 下永吉中谷囃子連

横原囃子連 茂原袖凧保存会

真先囃子連 鯛ちょうちん保存会

仲町組囃子保存会 粥米羯鼓舞保存会

下歯が上歯の内に入るのが特徴

上総獅子頭
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こ
う
し
て
伝
統
が
引
き
継
が
れ

て
い
き
ま
す
。
舞
台
を
降
り
た
時

に
は
、
若
い
た
く
ま
し
く
も
爽
や

か
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
黒
戸
地
区
も
世
帯
人
口
減
少

の
中
、
自
分
た
ち
も
齢
を
と
っ
て

き
た
の
で
門
戸
を
開
い
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
や
り
た
い

も
の
を
自
分
で
選
べ
ま
す
。
送
迎

な
ど
保
護
者
の
理
解
と
協
力
も
必

要
で
す
。
命
あ
る
限
り
伝
統
文
化

を
守
っ
て
い
き
ま
す
！
」
と
連
の

年
配
者
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
黒
戸
獅
子
連
）

長
い
歴
史
を
誇
る
茂
原
七
夕
ま

つ
り
の
中
で
、
子
ど
も
が
楽
し
ん

で
参
加
す
る
行
事
の
ひ
と
つ
が

「
子
ど
も
神
輿
パ
レ
ー
ド
」
で
す
。

こ
の
行
事
は
、
地
域
の
子
ど
も

会
活
動
に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
雨
模
様
で
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
曇
り
空
で
涼
し
い
風
も
吹

く
中
、
参
加
者
は
元
気
に
出
発
し

ま
し
た
。
低
学
年
や
幼

児
は
、
お
神
輿
を
の

せ
た
２
台
の
台
車
を

ひ
っ
ぱ
り
、
高
学
年
が

担
ぐ
２
基
の
お
神
輿

は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
で

も
本
物
そ
っ
く
り
で

す
！担

ぎ
手
と
一
緒
に

歩
く
大
人
た
ち
も
、
う

ち
わ
を
振
っ
て
「
わ
っ

し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ

い
」
と
声
を
合
わ
せ
て

パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上

げ
な
が
ら
、
七
夕
飾
り

で
に
ぎ
わ
う
商
店
街

を
練
り
歩
き
、
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
。

少
子
化
の
波
や
子
ど
も
を
取
り

巻
く
生
活
環
境
の
変
化
も
あ
る
中

で
、
現
在
、
市
内
に
は
51
の
子
ど

も
会
が
あ
り
、
様
々
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て

こ
う
し
た
茂
原
市
に
根
ざ
し
た
行

事
を
楽
し
ん
で
体
験
で
き
る
の
は

と
て
も
有
意
義
で
す
。

「
子
ど
も
神
輿
パ
レ
ー
ド
」
は
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
参

加
し
た
大
人
に
と
っ
て
も
心
に
残

る
楽
し
い
思
い
出
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

《展示案内》

○美術館「新収蔵作品展」
展示中　～10月29日㊐まで
　少年時代に両腕を失いなが
らも口で絵を描き続ける水村
喜一郎の洋画、木葉天目の技
法を独自に復活させた保田勝
久の陶芸作品等を展示

○郷土資料館「農耕絵屏風」
展示中　～11月14日㊋まで
　新たに収蔵された「農耕絵屏風」に見る昔の農業
風景を紹介

開館時間　９時～17時
　　　　　（会期中休館日なし・入場無料）

美術館・郷土資料館　☎（ 2 6）2 1 3 1

「海べの集落A（飛
とびしま

島）」

《名作映画を大画面で！》
日時　10月20日㊎
　　　　10時～
　　　　　『伊豆の踊子』（87分）
　　　　13時～
　　　　　『にごりえ』（130分）
　　　10月21日㊏
　　　　10時～『稲妻』（87分）
　　　　13時～『華岡青洲の妻』（99分）
　　　　15時10分～『伊豆の踊子』（87分）

入場料　前売１日券	500円（当日	700円）
　　　　全席自由

チケット取扱い　
　東部台文化会館　毎日（９時～17時）
　本納公民館　平日のみ（９時～17時）
　生涯学習課　平日のみ（９時～17時）

東部台文化会館　☎（ 2 3）8 7 1 1

「伊豆の踊子」

◆「ハロータウン」は、「広報もばら」７月１日号、10月１日号、１月15日号の中に折り込んで発行しています。

                        waku!  waku! 情報
日　付 場　所 団　体
10月		7日 木崎　木崎神社 木崎獅子連
10月7・8日 綱島　三嶋神社 綱島囃子保存会

10月 8日 本納　橘樹神社
仲町組囃子保存会
御船町囃子保存会
本町橘囃子保存会

10月		8日 本納　橘樹神社 粥米羯鼓舞保存会
10月		9日 黒戸　春日神社 黒戸獅子連
10月15日 早野　横須賀集会所 横原囃子連
10月15日 早野　真先集会所 真先囃子連
10月19日 立木　青年館 立木囃子保存会

この秋の

七
夕
ま
つ
り
子
ど
も
神
輿
パ
レ
ー
ド

力をあわせてひっぱるぞ！ はっぴ姿も一人前です！



Life Information くらしの情報コーナー

12広報もばら　2017.10.1

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い
は
、

お
得
な
「
前
納
割
引
」
で
！

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
お

よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者
の
平
成

29
年
度
の
１
カ
月
あ
た
り
の
保
険

料
は
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
、
ま
と
め

て
前
払
い（
前
納
）
す
る
と
割
引
が

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
10
月
分
か
ら
３
月
分

の
保
険
料
を
10
月
末
ま
で
に
前
納

す
る
と
９
万
８
９
４
０
円
の
と
こ

ろ
が
９
万
８
１
４
０
円（
８
０
０

円
割
引
）、
付
加
込
保
険
料
で

10
万
１
３
４
０
円
の
と
こ
ろ
が

10
万
５
２
０
円（
８
２
０
円
割
引
）

と
な
り
お
得
で
す
。

た
だ
し
、
納
付
す
る
に
は
前

納
用
の
納
付
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
お
手
元
に
な
い
方
は
千
葉

年
金
事
務
所
☎
０
４
３（
２
４
２
）

６
３
２
０
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
割
引
額

が
異
な
り
ま
す
。

と
国
保
年
金
課（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

今
年
も
10
月
１
日
㊐
か
ら
全
国

一
斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

が
始
ま
り
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、｢

じ
ぶ

ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み｣

と

し
て
、
集
ま
っ
た
募
金
の
約
７
割

は
市
内
の
子
ど
も
た
ち
・
高
齢
者
・

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
や
福

祉
活
動
に
使
わ
れ
、
約
３
割
は
県

内
の
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
期
間
中
は
、
街
頭
・
学
校
・

企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
募

金
活
動
を
行
い
ま
す
。

「
も
ば
ら
の
町
を
良
く
す
る
し

く
み
」
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

と

千
葉
県
共
同
募
金
会
茂
原
市
支

会（
茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）　

☎
�
１
９
６
９
、
Ｆ
�
６
５
３
８

平
成
29
年
度
原
爆
被
爆
二
世
健

康
診
断
を
実
施

県
で
は
、原
爆
被
爆
二
世
に
対
す

る
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
＝
原
爆
被
爆
者
の
実
子

で
、
県
内
に
住
所
を
有
し
、
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
／
実
施
期
限
＝

平
成
30
年
２
月
28
日
㊌
ま
で
／
申

込
期
限
＝
平
成
30
年
１
月
31
日
㊌

（
必
着
）／
申
込
方
法
＝
要
問
合
せ

な
お
、
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て

は
一
部
自
己
負
担
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

と

千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉

指
導
課
被
爆
者
援
護
班

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
３
４
９

ご
存
じ
で
す
か
？
労
働
委
員
会

～
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
ま
ず
相
談
～

個
々
の
労
働
者
と
使
用
者
の
間

で
生
じ
た
解
雇
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
労
働

条
件
の
不
利
益
変
更
な
ど
の
労
働

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
千

葉
県
労
働
委
員
会
の
委
員
が
間
に

入
っ
て
、
双
方
の
歩
み
寄
り
に
よ

る
円
満
な
解
決
を
目
指
す「
個
別

的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
」
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

と

千
葉
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
千
葉
県
庁
南
庁
舎
７
階
）

☎
０
４
３（
２
２
３
）３
７
３
５

http://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/

chiroui/index.htm
l

10
月
15
日
㊐
～
21
日
㊏
は
違
反

建
築
防
止
週
間
で
す

新
築
す
る
と
き
や
増
改
築
す
る

と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
あ
る
建

築
物
に
つ
い
て
も
建
築
基
準
法
に

適
合
し
て
い
る
か
建
築
士
と
相
談

し
、
安
全
な
建
築
物
づ
く
り
と
住

み
や
す
い
街
づ
く
り
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
こ
の
期
間
中
、「
一
斉
公

開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

と
建
築
課（
８
階
）

☎
⒇
１
５
８
８
、
Ｆ

⒇
１
６
０
６

10
月
16
日
㊊
～
22
日
㊐
は
行
政

相
談
週
間
で
す

総
務
省
で
は
、
毎
年
10
月
の
一

週
間
を「
行
政
相
談
週
間
」
と
定

め
、
全
国
的
に
様
々
な
行
事
を
展

開
し
ま
す
。
こ
の
行
事
の
一
環
と

し
て
千
葉
一
日
合
同
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

10
月
20
日
㊎
10
時
～
16
時
／
場

所
＝
ペ
リ
エ
千
葉
７
階
ル
ー
ム
Ｂ
・

Ｆ（
千
葉
市
中
央
区
新
千
葉
１-

１

-

１
）

と
千
葉
行
政
監
視

行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０（
０
９
）０
１
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で 

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か

茂
原
市
内
に
お
住
ま
い
で
60
歳

以
上
の
、
元
気
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
を
募
集
中
で
す
。

主
な
職
種
＝
襖
、
障
子
等
の
張

替
え
／
植
木
・
草
花
の
手
入
れ
／

草
刈
り
・
草
取
り
／
塗
装
／
大
工

市
民
活
動

仕
事
／
刃
物
研
ぎ
／
マ
ン
シ
ョ
ン・

お
墓
等
の
清
掃
／
介
護
施
設
の
管

理
・
送
迎
／
駐
車
場
等
の
管
理
／

受
付
事
務
／
賞
状・
宛
名
代
筆
等

就
業
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
仲

間
づ
く
り
の
場
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

と（
公
社
）
茂
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

☎
�
４
１
４
０

第
13
回
子
ど
も
あ
そ
び
ひ
ろ
ば

昔
あ
そ
び
や
工
作
あ
そ
び
な
ど

体
験
で
き
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
び
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

10
月
28
日
㊏
29
日
㊐
10
時
～
15

時
／
主
な
内
容
＝
昔
あ
そ
び
、
ネ

イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
ゲ
ー
ム
、

工
作
あ
そ
び
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
／
会
場
＝
榎
町
商
店
街
・
駅

前
通
り
商
店
街（
一
部
）
お
よ
び
大

駐
車
場（
歩
行
者
天
国
）／
主
催
＝

茂
原
榎
町
商
店
街
振
興
組
合
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ナ
ル
ク
茂
原「
い
ち
ご
の

会
」

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ナ
ル
ク
茂
原「
い
ち

ご
の
会
」

☎
�
５
２
２
９
、
Ｆ
�
５
２
２
９

お
知
ら
せ
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仕
事
／
刃
物
研
ぎ
／
マ
ン
シ
ョ
ン・

お
墓
等
の
清
掃
／
介
護
施
設
の
管

理
・
送
迎
／
駐
車
場
等
の
管
理
／

受
付
事
務
／
賞
状・
宛
名
代
筆
等

就
業
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
仲

間
づ
く
り
の
場
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

と（
公
社
）
茂
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

☎
�
４
１
４
０

第
13
回
子
ど
も
あ
そ
び
ひ
ろ
ば

昔
あ
そ
び
や
工
作
あ
そ
び
な
ど

体
験
で
き
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
び
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

10
月
28
日
㊏
29
日
㊐
10
時
～
15

時
／
主
な
内
容
＝
昔
あ
そ
び
、
ネ

イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
ゲ
ー
ム
、

工
作
あ
そ
び
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
／
会
場
＝
榎
町
商
店
街
・
駅

前
通
り
商
店
街（
一
部
）
お
よ
び
大

駐
車
場（
歩
行
者
天
国
）／
主
催
＝

茂
原
榎
町
商
店
街
振
興
組
合
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ナ
ル
ク
茂
原「
い
ち
ご
の

会
」

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ナ
ル
ク
茂
原「
い
ち

ご
の
会
」

☎
�
５
２
２
９
、
Ｆ
�
５
２
２
９

■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■無料法律相談
　（予約制・民事）

10月12日㊍、13時～15時／場所＝1階102会議室
10月24日㊋、13時～15時／場所＝5階505会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 10月27日㊎、10時～15時／場所＝5階505会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 10月10日㊋、13時～16時／場所＝市役所5階505会議室
10月26日㊍、13時～16時／場所＝本納公民館／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月～金曜日  9時30分～16時（12時～13時までを除く）
/場所・問合せ=消費生活センター（生活課内）☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談 （要電話予約）10月２日㊊、11月６日㊊／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■助産師相談 （要電話予約）10月12日㊍、20日㊎、11月9日㊍ 9時30分～11時30分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■6カ月乳児相談 10月26日㊍（平成29年４月生）受付＝9時30分～10時、13時30分～14時／場所・問合せ＝保健センター
☎（25）1725

■1歳6カ月児健康診査 10月17日㊋（平成28年４月生）受付＝13時～13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■2歳児歯科健康診査 10月19日㊍（平成27年４月、平成27年５月生）受付＝9時～10時／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■3歳児健康診査 10月18日㊌（平成26年４月生）受付＝13時～13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■健康相談 月～金曜日  10時～12時、13時～16時／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■子育て相談
   　（予約制）

10月6日㊎10時30分～15時15分、20日㊎9時30分～14時45分／内容＝子育て、発育、発達に関するこ
と／対象＝就学前までの親子／場所＝保健センター☎(25)1725／問合せ＝子育て支援課☎(20)1573

■ことばの相談
   　（予約制）

10月6日㊎、13日㊎、20日㊎9時30分～15時／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子／
場所＝保健センター☎(25)1725／問合せ＝子育て支援課☎(20)1573

■家庭児童相談
　DV相談 執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、DVなど／場所・問合せ＝子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■保育相談 月～金曜日  10時～15時／場所・問合せ＝各市立保育所または子育て支援課（2階）☎（20）1573

■心配ごと相談 毎週水曜日（祝日を除く）  9時～15時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■無料法律相談 10月25日㊌13時～16時(要電話予約)／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■健康相談 毎週火・水・金曜日13時～16時（行事の都合により、閉室の場合あり）/場所・問合せ=総合市民センター
☎（24）9511

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日  9時～17時（火曜日のみ9時～12時） ／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559

■少年相談 執務時間内／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）4466

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市地域包括支援センター☎（20）1583、
茂原市みなみ地域包括支援センター☎（20）2626、茂原市ほんのう地域包括支援センター☎（36）2123、
茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎（26）7525

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています／問合せ＝県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2250

■県民相談 執務時間内／場所・問合せ＝長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830

■教育相談 執務時間内／場所・問合せ＝東上総教育事務所相談室☎（23）4460

■長生健康福祉
　センター

※太字は予約制
不妊相談、こころの健康相談、エイズ相談、HIV等抗体検査、性感染症検査、肝炎ウィルス検査、骨髄バンク
ドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、母子父子自立支援などを行っています
／場所・問合せ＝長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）5167
DV相談（来所相談は予約制）専用電話☎（22）5565
障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

相 談 日

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和27年10月２日～昭和27年11月１日）は、
第１号被保険者の資格取得となります。10月15日頃までに保険証
（被保険者証）を郵送します。

お問い合わせは、高齢者支援課（２階）  ☎（20）1572、Ｆ（20）1610へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和17年11月２日～昭和17年12月１日）は、現在
加入の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入
することとなります。今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。

お問い合わせは、国保年金課（２階）  ☎（20）1503、Ｆ（20）1600へ。

今月の納期
●市県民税（第３期）

●国民健康保険税（第４期）

■納期限は、10月31日火です。
※コンビニエンスストアでも納付できます。
※納税には便利な口座振替をご利用ください。

お問い合わせは、収税課（２階）
☎（20）1578、Ｆ（20）1609へ。

市の花　コスモス（H.9.10.20指定）　　市の木　つつじ（S45.11.10指定）
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名　称 曜　日 時　間 内　容 場　所 連　絡　先

会
員
募
集

❶ 盆栽教室 第1・3木曜日 13時～16時 盆栽の管理、松、雑木類の手入れ、植替え、剪定／対象＝一
般／費用＝月1,500円 総合市民センター ☎23-0324 

平野

❷ 中国語発音教室　 毎週日曜日 10時～11時 中国語の学習／対象＝一般／費用＝無料（初回本代1,728
円） 総合市民センター ☎090-2643-5288　 

久保

❸ 茂原市中国語学習会 毎週日曜日 13時～15時（中級） 
15時～17時（初級）

中国人講師によるやさしい中国語会話の基礎と応用／対
象＝一般／費用＝１万円(４カ月) 総合市民センター ☎090-8743-7725 

長野

❹ 囲碁同好会 毎週火・木曜日 13時～16時
囲碁を通して明るく楽しい日々を送る。年４回の豪華賞品
の大会を実施／対象＝60歳以上（初心者歓迎）／費用＝年
3,000円

総合市民センター ☎22-7101　島田

❺ 茂原ソフトテニスサークル 隔週土曜・日曜 
（都度連絡） 11時～13時

ソフトテニスサークル部員、初心者の方もお待ちしていま
す／対象＝40歳以下の方／費用＝１回約200円／申込方
法＝電話またはＳＭＳメール

市民体育館 ☎080-6525-4292 
鈴木

❻ UNOテニスクラブ 毎週木曜日 19時～21時 硬式テニス(コーチあり) ／対象＝女性（初心者歓迎）／費
用＝月3,000円（別途入会金1,000円） 市民体育館 ☎24-9538　金坂

❼ ゆりかご会 第2・4木曜日 10時～12時 新しい歌、懐かしい歌、童謡などを楽しく歌う／対象＝一般
（見学可）／費用＝月2,000円 中央公民館 ☎23-9710　深味

❽ 愛好太極拳 第１・２・３月曜日 10時～12時 総合太極拳、ヨガ／対象＝一般／費用＝月2,500円 豊田福祉センター ☎090-5318-8811 
小高

❾ 彩虹太極拳 第２・３・４火曜日 9時～11時 簡化太極拳、総合太極拳、太極扇／対象＝一般／費用＝月
2,500円 東部台文化会館 ☎080-5087-7560 

工藤

� 彩雲太極拳 第１・２・３土曜日 11時～13時 簡化太極拳、総合太極拳、太極剣／対象＝一般（初心者、見
学歓迎）／費用＝月2,500円 東部台文化会館 ☎090-5516-5371 

宮内

� 東部台　千草琴クラブ 毎週月曜日 13時～16時 大正琴の練習／対象＝一般／費用＝月3,000円 東部台文化会館 ☎090-2246-9531 
吉田

イ
ベ
ン
ト

❶ 骨董がらくた市とフリー
マーケット

10月７日㊏・
21日㊏ 8時～13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090-4950-6193　　

小曽根

❷ ボランティア菜の花会 10月７日㊏ 13時30分～
15時30分

ビーズでアクセサリー作り／対象＝一般／定員＝20人／費
用＝無料／持ち物＝老眼鏡 総合市民センター ☎23-8958　二見

❸ 無料法律相談会 10月７日㊏ ９時～16時
相談内容＝不動産の相続等の不動産登記、会社、法人の登
記、債務整理、成年後見等の法律に関する諸問題／対象＝
一般／費用＝無料(予約不要)

総合市民センター ☎23-5550　千葉司
法書士会茂原支部

❹ 豊田コスモスまつり 10月８日㊐ 10時～ コスモス無料摘取り、模擬店、ポン菓子体験ほか／対象＝
一般／費用＝無料／10時に花火が上がります

八田堰脇（ムーンレイ
クゴルフクラブ入り口脇）

☎25-6151　八田堰
の環境を守る会　矢部

❺ 茂原市茶道協会 
季節茶会 10月８日㊐ 10時～15時 秋のひと時を茶席でお楽しみください／対象＝一般（初心者

歓迎）／費用＝一席500円 総合市民センター ☎24-3413　坂田

❻ 第７回こどものための 
わくわくコンサート 10月９日㊗ 14時～

親子で音楽に親しみ、情操教育の一助となる機会を提供／
出演＝小林久美子(メゾソプラノ)、片岡久美子(ピアノ) ／曲
目＝童謡からクラシックまで／対象＝一般／入場＝無料

市役所市民室 ☎090-3313-7312　
岡澤

❼ 第35回「目の愛護デー」 
電話無料相談 10月９日㊗ ９時～16時 千葉県眼科医会会員が、目の健康についての相談に電話で

お答えします／対象＝一般／費用＝無料※申込不要
相談専用（当日のみ） 
☎043-242-4271

☎0436-26-5567 
千葉県眼科医会事務局

❽ 千葉県立長生特別支援 
学校　後期学校公開 10月12日㊍ ９時35分～12時 本校の概要説明、施設設備や授業参観／対象＝一般

千葉県立長生特別支援 
学校　

☎0475-42-2470 
千葉県立長生特別 
支援学校　❾ 千葉県立長生特別支援 

学校　「しおかぜ祭」 10月21日㊏ ９時30分～
14時25分

長養太鼓（和太鼓）演奏、小学部：遊びのスペースを中心と
した催し物、中学部・高等部：作業学習の活動の様子の紹介
と作業製品の展示・販売、ＰＴＡバザー等／対象＝一般

� みんなでうたおう 
長生・茂原の会 10月15日㊐ 13時30分～

15時30分
アコーディオン、キーボードの伴奏で懐かしい歌などを歌う／
次回開催予定＝要問合せ／対象＝一般／費用＝500円 中央公民館 ☎24-5998　宮坂　

�
茂原交響楽団 
第23回ファミリーコン
サート

10月15日㊐ 開演14時 
(開場13時20分)

曲目＝ベートーヴェン作曲交響曲５番「運命」、マンマ・
ミーアメドレーほか／入場＝700円(未就学児無料) ／小中
高生を含む先着ペア計100名にチケットプレゼント。申込
はHPにて(http://mkyo.s53.xrea.com/)

市民会館 ☎23-7176　
黒葛原（つづらはら）

� 赤十字　防災・減災セミ
ナー 10月16日㊊ ９時～12時30分

赤十字の救護活動や防災ボランティア、非常食の試食等を通
して防災・減災を考える／対象＝一般／定員＝35人／費用＝
無料／申込＝10月10日㊋までに要連絡※詳細は要問合せ

中央公民館
☎0475-36-2064 
赤十字防災ボランティア　
高場

� 相続と遺言信託相談会 10月17日㊋ 9時～17時 
（最終受付16時）

「相続」全般や「遺言信託」などについて、りそな銀行担当
者による個別相談/費用=無料/要事前予約 りそな銀行茂原支店

☎23-6211 
りそな銀行茂原支店 
岡澤・三橋

� 家族介護教室 10月21日㊏ 13時30分～
16時

「自宅で続けられる簡単健康法」、「介護予防運動と体力測
定」／対象＝一般／定員＝30人／費用＝無料／受付＝当日
朝まで

もばら和光苑 ☎27-1022 
もばら和光苑

� 行政書士による無料相談会 10月22日㊐ 10時～16時
相続手続と遺言書作成、成年後見制度、各種契約書と内容
証明郵便の作成、建設業など各種許認可申請に関すること
等／対象＝一般／費用＝無料※申込不要

中央公民館
☎0475-43-0202 
千葉県行政書士会 
長夷支部　今関

� 無料調停相談 10月22日㊐ 10時～15時
裁判所の調停委員による無料相談（１件30分程度）／内容＝
金銭、土地、建物、交通事故、離婚、扶養、相続等の悩み事／
費用＝無料※秘密は守られます

総合市民センター
☎0475-42-3531 
千葉地方・家庭裁判所
一宮支部

� 創作和太鼓コンサート 
風華舞心2017 10月22日㊐ 開演13時30分 

（開場13時）

10年間の感謝の思いを込めて打ち鳴らします！／出演＝和
太鼓 風-KAZE-、和太鼓 風Jr ／対象＝一般／チケット＝
1,000円※要申込

成東文化会館
のぎくプラザ

☎090-7194-5776 
和太鼓 風-KAZE- 
稲垣

�
ＤＶＤ上映会 

「私は男女平等を憲法に書
いた」

10月23日㊊ 14時～15時30分
日本国憲法の草案に関わった唯一の女性ベアテ・シロタ・
ゴードン氏の功績を描く作品／対象＝一般／費用＝無料／
定員＝先着60人／申込方法＝電話申込

茂原市役所１階 
102会議室

☎20-1651 
茂原市ハートフルフェ
スタ実行委員会事務局

（市企画政策課内）

� 第13回伊藤医院公開講座 
「白内障治療について」 10月24日㊋ 14時～15時

住民検診で「透光体混濁」と言われたら！多焦点眼内レン
ズってなに？／対象＝一般／定員＝20人／費用＝無料／申
込方法＝電話申込

伊藤医院 ☎47-2829 
伊藤医院

� 第28回茂原市社会福祉 
大会 10月28日㊏ 13時30分～16時

社会福祉功労者顕彰、記念講演「青年海外協力隊での経験
を通して伝えていくこと」／対象＝一般／費用＝無料／手話
通訳・託児あり※お手伝いが必要な方は要事前連絡

総合市民センター ☎23-1969 
茂原市社会福祉協議会

� ワーナーホーム 
「みんなのまつり」 10月29日㊐ 11時～15時30分 

（受付10時30分～）
模擬店、バザー、ステージ発表、抽選会など楽しい催し盛
りだくさん※バザー提供用品募集中（10月20日㊎まで）

ワーナーホーム 
（大網白里市細草
3215）

☎0475-77-2100 
みんなのまつり実行委
員会

� 第30回腎臓病を考える会 10月29日㊐ 13時～15時30分
内容＝講演会「フレイルと栄養」、「慢性腎臓病に対する腎
臓リハビリテーション」、移植体験者の体験談、医療相談
会／対象＝一般／定員＝120人※当日受付／費用＝無料

京葉銀行文化プラザ ☎043-256-4661 
千葉県腎臓病協議会

� こども琴教室
11月～平成
30年１月の日
曜日（月２回）

９時～11時 文化庁後援のこども教室／対象＝小学３年生～中学３年
生／定員＝10人／費用＝月額1,000円 総合市民センター ☎090-5533-7387 

茂原市三曲協会　近藤

� 米作り３　もちつきをしよ
う 12月16日㊏ ９時30分～14時 

（小雨決行）

うすときねで餅をついて、つきたての味を楽しもう／対象＝
小学生以下は保護者同伴／定員＝30人／費用＝１家族700
円／持ち物＝要問合せ 千葉県いすみ環境と

文化のさとセンター

☎0470-86-5251 
千葉県いすみ環境と文
化のさとセンター� 米作り６　おかざりを作ろ

うＢ
①12月23日㊏ 
②12月24日㊐

①13時～16時 
②９時～12時

わらを使ってお正月の輪飾りを作ろう／対象＝中学生以
上／定員＝15人／費用＝500円／持ち物＝要問合せ

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●会員募集は、市内の公共施設等で活動している団体のみの掲載とします。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。

★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。

●
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
直
接
各
代
表
者
へ
。

●
掲
載
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

秘
書
広
報
課
（
3
階
） 

☎
⒇
１
５
１
２
、  

Ｆ
⒇
１
６
０
１
へ
。

●
12
月
1
日
号
掲
載
の
原
稿
の
締
め
切
り
は
10
月
25
日
水
で
す
。
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文
化
財
コ
ー
ナ
ー

Ｎｏ.362

茂
原
市
文
化
財
マ
ッ
プ
平成29年10月

こ
の
春
、
市
生
涯
学
習
課
か
ら

茂
原
市
文
化
財
マ
ッ
プ
が
刊
行
さ

れ
た
。
拡
げ
る
と
A
２
サ
イ
ズ

に
な
る
大
き
な
地
図
だ
。
表
面
に

は
茂
原
市
指
定
の
文
化
財
48
件
と

千
葉
県
指
定
の
文
化
財
12
件
の
解

説
が
図
版
と
と
も
に
解
説
さ
れ
て

い
る
。
裏
面
は
市
内
地
図
に
こ
れ

ら
の
文
化
財
の
所
在
地
が
示
さ
れ

て
い
る
。（
下
部
は
国
指
定
文
化

財
２
件
と
国
登
録
文
化
財
３
件
の

解
説
が
あ
る
）

こ
の
よ
う
に
実
際
に
地
図
上
で

文
化
財
の
分
布
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
と
、
様
々
な
こ
と
が
わ
か

り
、
そ
の
便
利
さ
を
実
感
す
る
。

「
自
宅
の
近
く
に
は
」、「
い
つ
も

通
る
こ
の
道
沿
い
に
は
」、「
多
く

集
中
し
て
い
る
の
は
郷
土
資
料

館
」
な
ど
と
、
実
に
た
く
さ
ん
の

こ
と
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
地
図

か
ら
市
内
文
化
財
を
巡
り
、
い
く

つ
も
の
コ
ー
ス
が
浮
か
ん
で
く

る
。
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
手

軽
に
地
図
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
現
代
に
あ
っ
て
も
、
や
は
り
、

こ
の
大
き
な
紙
の
地
図
の
持
つ
視

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。 作品・氏名にふりがなをふってください。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511  茂原市道表1番地  茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
　
歌�

古
里
は
山
々
連
な
る
盆
地
な
り

　
　

耳
底
に
残
る
は
み
ち
の
く
訛な
ま

り�

菊
地
ミ
ト
リ

ポ
ン
と
い
う
音
聞
き
た
く
て
山
間
の

　
　

蓮
田
へ
急
ぐ
朝
露
の
道�

髙
石　

久
之

新
し
き
車
の
ナ
ン
バ
ー
亡
き
父
の

　
　

誕
生
日
に
替
え
走
り
出
す
娘こ

よ�

山
本　

明
美

川
　
柳

思
い
付
く
席
立
ち
上
が
り
も
う
忘
れ�

横
田　
　

清

終
活
へ
無
邪
気
な
孫
が
待
っ
た
か
け�

荒
木
庄
二
郎

座
右
の
書
日
野
原
語
録
読
み
耽ふ
け

る�

稲
子　

勝
久

よ
く
も
ま
あ
生
き
た
も
の
だ
と
喜
寿
を
越
え�

大
井　

康
章

ス
タ
ー
マ
イ
ン
お
金
の
花
が
乱
れ
咲
き�

大
久
保　

稔

息
災
で
延
び
た
寿
命
を
追
い
掛
け
る�

小
野
與
四
法

新
弟
子
へ
食
べ
ろ
増
や
せ
と
ち
ゃ
ん
こ
鍋�

高
橋
由
紀
子

被
災
地
を
撮
る
ド
ロ
ー
ン
の
目
に
涙�

福
田　

研
治

こ
れ
で
も
か
老
眼
鏡
に
虫
眼
鏡�

塩
田　

加
門

大
口
を
た
た
き
和
菓
子
が
酒
の
友�

山
野
井
和
音

認
性
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
だ
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
こ
の
地
図

を
手
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
出
か
け
る
の
に
お
勧
め

の
コ
ー
ス
を
考
え
た
。

国
登
録
有
形
文
化
財
の
加
藤
家

主
屋
・
長
屋
門
（
山
崎
）
と
茂
原

昇
天
教
会
（
茂
原
）
は
市
役
所
よ

り
周
囲
３
㎞
程
の
範
囲
内
に
あ

る
。
途
中
、
朝
日
の
森
保
育
所
に

保
存
さ
れ
て
い
る
千
葉
県
長
生
郡

役
所
玄
関
車
寄
（
市
指
定
）
や
藻

原
寺
と
茂
原
公
園
内
の
碑
巡
り
、

市
立
美
術
館
・
郷
土
資
料
館
を
入

れ
て
も
良
い
。
１
日
で
ゆ
っ
く
り

見
て
廻
れ
る
。

市
内
に
あ
る
国
指
定
の
天
然
記

念
物
を
巡
る
コ
ー
ス
も
お
す
す
め
だ
。

鶴
枝
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
発
生
地
は
、

現
在
の
茨
城
県
笠
間
市
、
新
潟

県
糸
魚
川
市
と
な
ら
ん
で
、
ヒ
メ

ハ
ル
ゼ
ミ
の
北
限
産
地
と
し
て
国

指
定
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い
る

（
山
の
中
に
は
入
れ
ま
せ
ん
）。

ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
は
、
シ
イ
や
カ

シ
な
ど
の
照
葉
樹
林
に
集
団
で
生

息
し
、
一
斉
に
鳴
き
出
す
。
市
で

は
、
毎
年
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
の
生
息

調
査
と
し
て
近
隣
の
鶴
枝
小
学
校

３
年
生
の
児
童
と
共
に
抜
け
殻
数

の
調
査
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

る
。
気
温
、
湿
度
、
地
表
温
の
統

計
も
あ
り
、
貴
重
な
第
一
級
の
研

究
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
近
く
に

は
明
治
期
の
和
洋
折
衷
様
式
で
建

て
ら
れ
た
千
葉
眼
科
記
念
館
（
市

指
定
）
も
あ
る
。

こ
の
茂
原
市
文
化
財
マ
ッ
プ
か

ら
わ
か
る
こ
と
。
そ
れ
は
私
た
ち

の
街
が
、
な
ん
と
豊
か
な
自
然
と

文
化
に
囲
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
だ
。

市
内
に
は
ま
だ
未
指
定
の
文
化

財
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。
こ

の
地
図
を
充
実
さ
せ
、
次
代
へ
と

継
承
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感

し
た
。

文
化
財
審
議
会
委
員　

	

斉	

藤　
　

望

お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
涯
学
習
課
（
9
階
）

☎
⒇
１
５
５
９
、
Ｆ
⒇
１
６
０
７
へ
。



防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信

もばら安全安心メールを
　　　　　　ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
　「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
　右の二次元コード

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０２

フリーアクセス　　しみんは　　１ １ ９

●携帯電話、
　P H Sからは

災害情報確認

【利用例】
●NHK総合テレビのデータ放送⇨
　「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
　⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
　⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

　196cmの体格を生かし、その左腕から放たれる
シュートで観客を魅了する。鵜澤潤さんは茂原市
高師出身で、日本のトッププレーヤーとして活躍
するプロバスケットボール選手です。今シーズン
から新潟アルビレックスＢＢに所属しています。
　鵜澤選手がスポーツと出会ったのは西小学
校４年生の時、西スポーツ少年団でサッカーを
始めたのがきっかけです。冨士見中学校入学
後、とある有名バスケ漫画に触発されバスケッ
トボールを始めた鵜澤選手。中学３年時には、
すでに194cmあった身長を生かしセンターとし
て活躍。中学最後の県大会では惜しくも１回戦
で敗退し、「とても悔しく、中学時代一番印象
に残っている」と振り返ります。しかし、この
大会でスカウトの目にとまり、強豪校である市
立船橋高校、日本体育大学に進学し、パワー
フォワードにポジションを移しレギュラーとし

て活躍しました。大学４年生の時にはユニバー
シアード日本代表にも選ばれ、卒業後の2004
年、メルコドルフィンズ（現在の名古屋ダイヤ
モンドドルフィンズ）に入団。チームではキャ
プテンを任され人望の厚さも伺えます。
　「バスケットボールはチームスポーツであり、
優勝を目指すことはもちろん、目の前の試合に
チーム一丸となって立ち向かって
いく、その過程が楽しい」と語る
鵜澤選手。バスケ人生を振り返
り、「自分の原点は茂原にある。
今シーズンは新天地である新潟ア
ルビレックスＢＢで活躍し、茂原
の皆さんに良い報告ができるよう
頑張りたい」と力強く話してくれ
ました。鵜澤選手のさらなる活躍
に期待です。

SPOT スポット

　　　新潟アルビレックスＢＢ

鵜澤　潤
じゅん

選手（35歳）

《内科系》 《外科系》

10月 1日㊐ 粒 良 医 院
☎25ー8580

宍 倉 病 院
☎24ー2171

10月 8日㊐ 山 之 内 病 院
☎25ー1131

須 田 外 科 医 院
☎23ー7748

10月 9日㊊ 吉 田 医 院
☎34ー3045

きたじまクリニック
☎26ー7050

10月15日㊐ 東 部 台 医 院
☎22ー2455

宍 倉 病 院
☎24ー2171

※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。
中央消防署指揮情報係☎ Ｆ へお問い合わせください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

（プッシュ回線・携帯電話）

●防災行政無線が
　再確認できます ０１２０（４３８）１１９

☎０４７５（２２）７２９０

19時〜翌6時

▲天井に手が　　
　届きそう！

茂原市は
　バスケ人生の原点

16広報もばら　2017.10.1




